
地域の医療関係者当該事業について知見を

有する関係者

・民生委員長　　　　1名

・地区福祉委員長　　1名地域包括支援センター

１名

委員会報告書
社会福祉法人　恩賜財団　済生会支部　大阪府済生会

定期巡回・随時対応型訪問介護看護　泉南

委 員 会 名

定期巡回・随時対応型訪問介護看護　泉南
管 理 者 徳永　公江

委員長 大江　健太郎

第 12   回　介護・医療連携推進会議 書 記 小川　紗帆里

開 催 日 時 2023 年 3 月 20

欠席者
地域住民代表

泉南市　長寿社会推進課

地域支援推進係

　2名

分

開 催 場 所 ２階　応接室　
出席者

00 分 ～ 14 時 00日 （ 月 ） 13 時

1名

『別紙①』参照

・毎月相談が来ているが、新規利用に全て繋がらず。利用経緯として、退院され

議 題 番 号

2 サービス提供実績報告

検 討 議 題 1 開会のあいさつ 3 今後の会議開催予定

2 サービス実施状況・活動報告

・訪問介護看護の利用者は、介護度5が多くなっている。

・介護度１は、1～２回、介護度３以上は３回平均になる。時折、キャンセルあり。

　その後、利用開始となっている。要支援の方が要介護になられた。終了経緯と

　して入院・入所が３割をしめていた。

・要介護度状況だが、訪問介護のみは介護度が低くなっている。

・家族構成は、独居、日中のみ1人など傾向は？

　⇒家族様不在、独居、老々介護夫婦、家族様の介護力も難しい方など。

・訪問件数　7月、8月がおおかった。

　⇒介護度の高い方が利用開始。退院して状態落ち着かれて利用して下さる。

・介護度3の方より、介護度2の方の方が訪問多いが何かあるのか？

　⇒介護度3の方が多かったから結果このようになった。

当事業者

徳永　公江

大江　健太郎

小川　紗帆里

１名

・ヘルパーは何名か？

　⇒5名。

・サービス内容は？

　⇒多いのは、排泄交換、服薬確認。
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議長 ： 牧野　彰一 様

4 次回開催予定日　

2023 年 9 月 19 日 （ 火 ） 10 ： 00 ～ 11 ： 00

　⇒外部・内部の研修検討していく。

　　オンラインが多いので、研修受けやすくなっている。空いている時間に

　　積極的に参加していくよう検討していく。

　ケアマネージャーなど多職種に伝えている。その内容はプランに入っている

　場合もある。

【項目番号　3　】

・研修などは2023年度は積極的にすすめていく予定ですか？

3 令和4（2022）年度　自己評価・外部評価表参照

【項目番号　23　】

・インフォーマルサービスは例えばどのような方？

　⇒親戚の方や近所の方より、おかずを持って行ってくれる。その内容を、

2 / 2 ページ


